
所
沢
市
消
防
出で

初ぞ

め

式

地
域
を
守
る
「
消
防
団
員
」
を
募
集

リ
サ
イ
ク
ル
ふ
れ
あ
い
館
エ
コ
ロ
の
行
事

日 

場
１
月
７
日
㈪
午
前
10
時
〜
正
午
（
小

雨
決
行
）
／
所
沢
航
空
記
念
公
園
内

（
所
沢
航
空
発
祥
記
念
館
南
側
）

内 

第
１
部
「
式
典
の
部
」
、
第
２
部
「
訓

練
の
部
」

【
訓
練
の
部
の
主
な
内
容
】

徒 

列
分
列
行
進　

消
防
音
楽
隊
の
演
奏
に

合
わ
せ
て
消
防
職
員
・
団
員
に
よ
る
行

進
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
泉
町
保
育

園
・
双
実
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
鼓
笛

隊
の
パ
レ
ー
ド

消 

防
基
本
訓
練　

消
防
職
員
の
若
い
力
と

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
一
糸
乱
れ
ぬ
部
隊
行

動
の
披
露

車 

両
分
列
行
進　

消
防
ポ
ン
プ
車
・
は
し

ご
車
・
救
急
車
等
に
よ
る
パ
レ
ー
ド

は 

し
ご
乗
り
演
技　

所
沢
鳶と

び

組
合
の
皆
さ

ん
に
よ
る
、
伝
統
の
「
は
し
ご
乗
り
」

の
披
露

消 

防
活
動
訓
練　

消
防
職
員
に
よ
る
日
ご

ろ
の
訓
練
成
果
の
披
露
と
10
台
の
消
防

　

「
自
分
の
住
む
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
「
所
沢
が
好
き
」
と
い
う
思
い
を
お

持
ち
の
方
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

対 

▼
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
▼
市
内

に
在
勤
・
在
学
で
所
沢
市
に
隣
接
す
る

市
町
に
居
住
す
る
18
歳
以
上
の
方

◎
年
齢
や
居
住
地
等
は
、
平
成
25
年
４
月

２
日
時
点
で
す
。
６
カ
月
以
上
の
長
期
に

わ
た
り
居
住
地
を
離
れ
て
生
活
す
る
方
は

応
募
で
き
ま
せ
ん
。

待 

遇　

▼
身
分
は
非
常
勤
特
別
職
の
地
方

公
務
員
▼
条
例
で
定
め
る
報
酬
等
を
支

給
▼
活
動
中
の
怪け

我が

等
へ
の
補
償
▼
制

服
・
盛
夏
服
・
活
動
服
等
一
式
を
貸
与

入
団
日　

４
月
２
日

◆
男
性
消
防
団
員

募
集
人
数　

26
人

内 

災
害
現
場
等
で
の
消
火
・
警
戒
活
動
、

各
種
訓
練
・
広
報
活
動
等

採 

用
方
法　

居
住
地
・
勤
務
地
等
を
管
轄

す
る
分
団
長
と
の
面
談

◆
１
月
の
エ
コ
ロ
の
行
事

行事名 開催日時
傘修理（１人１本） １月19日㈯／午後１時30分～
包丁研ぎ講習会 １月19日㈯／午後１時30分～
ルームシューズづくり １月23日㈬／午前10時～
おもちゃの病院 １月26日㈯／午後１時30分～

大型再生家具抽選会
（40点程度）

１月12日㈯・26日㈯／いずれも
午前11時～◎当日の申し込みは
午前10時30分までです。

小型再生家具即日頒布
（10点程度）

毎週金曜日午前10時～◎中止の
場合がありますので、事前にお
問い合わせください。

団
車
両
に
よ
る
一
斉
放
水

そ 

の
他　

消
防
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
の
開
設
、

消
防
車
両
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の

展
示

◎
当
日
午
前
９
時
に
市
内
全
域
で
サ
イ
レ

ン
（
演
習
招
集
信
号
）
が
鳴
り
ま
す
の
で

火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
な
お
、
天
候
等
に
よ
り
内
容
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 

消
防
本
部
総
務
課

　

☎
２
９
２
９
‐
９
１
２
０

受
付
期
間　

１
月
４
日
㈮
〜
３
月
８
日
㈮

◆
女
性
消
防
団
員

募
集
人
数　

若
干
名

内 

消
防
団
行
事
へ
の
参
加
、
防
火
広
報
活

動
、
応
急
手
当
普
及
活
動
、
大
規
模
災

害
時
に
お
け
る
救
護
・
広
報
活
動
等

採
用
方
法　

面
接
（
２
月
10
日
㈰
）

受
付
期
間　

１
月
４
日
㈮
〜
31
日
㈭

◎
申
込
方
法
等
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問 

消
防
本
部
警
防
課

　

☎
２
９
２
９
‐
９
１
２
２

◎
い
ず
れ
も
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
大
型
再
生

家
具
抽
選
会
で
は
学
習
机
等

を
多
く
出
品
す
る
予
定
で
す
。

◆
ひ
な
人
形
づ
く
り

　

不
用
に
な
っ
た
和
服
を
利
用
し
て
か
わ

い
い
ひ
な
人
形
を
作
り
ま
す
。

日 

▼
１
月
16
日
㈬
▼
19

日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

定 

い
ず
れ
の
日
も
申
し

込
み
先
着
10
人

持 

不
用
な
絹
の
布
、
ペ

レ
ッ
ト
、
裁
縫
道
具
、

ボ
ン
ド
、
昼
食

１ 

月
の
休
館
日　

１
日
㈷
〜
３
日
㈭
、
７

日
㈪
、
14
日
㈷
、
15
日
㈫
、
21
日
㈪
、

28
日
㈪

場 

申
問
１
月
４
日
㈮
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
ふ

れ
あ
い
館
☎
２
９
９
４
‐
５
３
７
４
へ

電
話

▲ 昨年の様子（撮影：市民カ
メラマン・八木豪彦）

ところざわ

歴史まめ知識
　今回は、巳

み

年
ど し

に起こった所沢の主な出来事の中から
３項目を選んで紹介します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ８代将軍吉
宗の時代、幕府は財政難解消のため武蔵野の原野を開
発する政策を打ち出します。江戸町奉行の大

お お

岡
お か

越
え ち

前
ぜんの

守
か み

忠
た だ

相
す け

がこの事業を采配し、享保10年、配下の代官岩
い わ

手
て

藤
と う

左
ざ

衛
え

門
も ん

に
よって武蔵野の一部「所沢原」も分割され、開発すべき場所とし
て周辺の村に割り当てられました。ここで言う「所沢原」は、現
在の市域の北西寄りの一帯の一部を指します。開発が完了するま
で何年もかかりましたが、手つかずの原野が生活空間に組み込ま
れる第一歩となりました。

　                                        　　　　この年、所沢村は戸長
と村民300人余りの連名をもって、「所沢町」への改称を県庁に
願い出ました。「所沢村は幕末から次第に繁栄し、特に維新後は
商業を営む者も増え、町場として周辺の農村の中心となっている、
そこで村民の宿願として『所沢町』という名称に改めたい」とい
う趣旨でした。この時期の「町」は現在のように人口などの要件
を必要とせず、この請願は、およそ５カ月後に内務省によって認
可され、「所沢町」が誕生しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　
　 明治時代に所沢の町場の発展を
支えた織物産業は、洋装の普及とと
もにかげりを見せ始めます。業界の
企業努力の中で設立されたのが湖月
会で、業界有力の平岡徳次郎商店を
中心に、川越の県立工業学校を卒業
した技術のある機業家が集い、流行
を意識した商品を世に送りました。
デパートでの品評会や婦人雑誌への
広告掲載など宣伝にも力を注ぎ、
「湖

こ

月
げ つ

明
あ か

石
し

」などの夏物おしゃれ着
は、昭和不況期まで所沢の織物業界
をけん引しました。

享保10年（1725）「所
ところ

沢
ざ わ

原
は ら

」分割

明治14年（1881）所沢「町
まち

」誕生

大正６年（1917）湖
こ

月
げ つ

会
か い

発足

31

だ

問い合わせ　 生涯学習推進センターふるさと研究
☎２９９１‒０３０８ 5２９９１‒０３０９

▲ 湖月明石の宣伝ポスター

 
 

旭
町　
　

野
村　

小
雪　

　

空
気
が
キ
ィ
ン
と
張
り
つ
め
た
朝
。
通
勤
用
の

自
転
車
の
ハ
ン
ド
ル
が
冷
た
い
。
今
年
も
ま
た
、

冬
が
き
た
の
だ
。
冬
は
一
年
の
一
番
最
後
に
や
っ

て
く
る
。
だ
か
ら
神
聖
な
感
じ
が
す
る
。
一
年
前

の
自
分
と
、
今
の
自
分
を
比
べ
て
み
た
り
す
る
。

そ
ん
な
季
節
は
冬
だ
け
。

　

あ
る
年
の
初
雪
の
夜
、
私
は

生
ま
れ
た
。
だ
か
ら
名
前
に

「
雪
」
が
入
る
。
祖
父
が
付
け

て
く
れ
た
の
だ
。

　

私
と
祖
父
は
親
友
だ
っ
た
。
文
章
を
書
い
て
い

た
祖
父
の
仕
事
場
に
、
幼
い
私
は
入
り
浸
り
だ
っ

た
。
そ
し
て
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
書
い
た
。

あ
る
日
、
新
し
い
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
の
こ
と
を
書
い

て
い
た
ら
祖
父
が
、
手
を
つ
な
い
で
ケ
ー
キ
屋
さ

ん
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
た
。
で
も
そ
れ
は
祖
父

が
行
き
た
か
っ
た
だ
け
な
の
だ
と
、
私
は
知
っ
て

い
る
。
だ
っ
て
私
に
負
け
じ
と
、
甘
い
も
の
に
目

が
な
か
っ
た
も
の
。
そ
ん
な
と
り
と
め
の
な
い
事

を
思
い
出
す
の
も
、
い
つ
も
冬
。
大
好
き
だ
っ
た

祖
父
が
、
眠
り
に
つ
い
た
季
節
。

 

上
安
松　
　

金
澤　

房
子　

　

先
日
、
老
齢
の
友
人
か
ら
手
編
み
の
マ
フ
ラ
ー

を
頂
い
た
。
今
ま
で
手
編
み
の
マ
フ
ラ
ー
な
ど
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
私
は
、
嬉
し
く
て
、

毎
日
巻
き
方
を
工
夫
し
な
が
ら
愛
用
し
て
い
る
。

編
む
こ
と
が
ス
ト
レ
ス
発
散
で
、
毛
糸
の
玉
を
見

る
と
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
る
と
い
う
そ
の
友
人
は
、

昨
年
は
レ
ッ
グ
ウ
ォ
マ
ー
を
30
組
以
上
も
作
り
、

孫
や
友
人
た
ち
を
喜
ば
せ
た
。
何
で
も
お
金
を
出

せ
ば
、
安
易
に
物
が
手
に
入
る
こ
の
時
代
に
、
贈

る
相
手
の
笑
顔
を
思
い
浮
か
べ
て
は
、
一
目
、
一

目
編
み
進
め
る
…
彼
女
に
は
膝
の
痛
み
で
病
院
通

い
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
肩
こ
り
は
い
っ
さ

い
無
い
と
い
う
。
人
の
為
に
編
む
幸
せ
な
心
が
な

せ
る
わ
ざ
か
。
今
日
も
ま
た
せ
っ
せ
と
編
み
続
け

る
彼
女
に
と
っ
て
、
こ
の
冬
が
身
も
心
も
あ
っ
た

か
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
…
。

特
別
な
季
節

あ
っ
た
か
な
冬

◆
テ
ー
マ
「
冬
」
◆
◆
◆

▲男女合わせて17チームの小学生が参加した『平成24
年度第３回所沢市少年少女球技大会（ドッジボール
の部）』。勝利を目指し、対戦相手めがけて思い
切りボールを投げました。
 12月１日㈯／市民体育館

（撮影：市民カメラマン・中村　仁）

▼所沢のマチを２００人を超えるサンタが練
り歩いた『サンタを探せ！2012』。一足早いサ
ンタクロースの登場に子どもたちは大喜びでした。
 12月15日㈯／元町コミュニティ広場ほか
 （撮影：市民カメラマン・木村清貴）

▼所沢の農家と豆腐職人に、大豆の種まきから収
穫・豆腐づくりまでの指導を受けた『三

さ ん

富
と め

大豆の学
校』の最終回。農の営みを学び、自ら育てた大豆でよ

せ豆腐を作り、おいしくいただきました。
 11月25日㈰／富岡まちづくりセンター
 （撮影：市民カメラマン・津田資雄）

▶
紙
ヒ
コ
ー
キ
の
滞
空
時
間
で
ギ
ネ
ス
記
録
に
挑
戦
し
た
『
２
０
１
２

折
り
紙
ヒ
コ
ー
キ
大
会
in
所
沢
』
。
残
念
な
が
ら
ギ
ネ
ス
記
録
は
生
ま

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
２
０
０
人
を
超
え
る
参
加

者
が
、
記
録
を
目
指
し
て
思
い
切
り
腕
を
振
り
ま
し
た
。

 

11
月
25
日
㈰
／
市
民
体
育
館

 

（
撮
影
：
市
民
カ
メ
ラ
マ
ン
・
佐
藤
清
一
郎
）

平成24成
ール

）

。
場ほか
村清貴）

校』
せ豆腐

を
超
え
る
参
加

体
育
館

）

▲ 所沢市消防団特別点検で
の女性消防団員

日 場  ▶男女準決勝…１月12日㈯午前10時～▶男女決
勝…13日㈰午前10時30分～／市民体育館

入 場料（チケット）　▶小・中学生、高校生…500
円▶一般…1,000円▶アリーナ席…2,500円
◎チケットは、チケットぴあ・ローソンチケットで
発売しています。
問スポーツ振興課☎2998-9248

所沢市民体育館で《春高バレー》を観戦
第65回全日本バレーボール高等学校選手権大会

決

0

で

応援に
来てね
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